
(57)【要約】

【課題】　内視鏡先端の湾曲制御時間を短縮して内視鏡

湾曲量のフィードバック制御を正確に行い、目的部位に

対して適切な時間で対応することができる内視鏡装置を

提供すること。

【解決手段】　管腔内に挿入される挿入部の先端側に４

つの加圧室３ａ～３ｄを有するマルチルーメンチューブ

（弾性管状体）５が配され、加圧室３ａ～３ｄにＣＯ２

（流体）を選択的に供給してマルチルーメンチューブ５

を所定の向きに湾曲させる湾曲部６と、ＣＯ２ 圧力を検

出する圧力センサ（圧力検知部）７と、加圧室３ａ～３

ｄに対してＣＯ２ を供給するＣＯ２ ボンベ（流体圧源）

８と、ＣＯ２ ボンベ８から加圧室３ａ～３ｄへのＣＯ２

の供給及び排気をそれぞれ行う電磁弁と、電磁弁と加圧

室３ａ～３ｄとの間にそれぞれ配されてＣＯ２ を一時的

に蓄えるタンク（貯留部）と、タンクと加圧室３ａ～３

ｄとをそれぞれ連通するエアチューブ（接続管）１２ａ

～１２ｄとを備えている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 の 先 端 側 に 複 数 の 加 圧 室 を 有 す る 弾 性 管 状 体 が 配 さ れ 、 前 記
加 圧 室 に 流 体 を 選 択 的 に 供 給 し て 加 圧 し て 前 記 弾 性 管 状 体 を 所 定 の 向 き に 湾 曲 さ せ る 湾 曲
部 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
　 前 記 湾 曲 部 の 流 体 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 知 部 と 、
　 前 記 加 圧 室 に 対 し て 前 記 流 体 を 供 給 す る 流 体 圧 源 と 、
　 該 流 体 圧 源 か ら 前 記 加 圧 室 へ の 前 記 流 体 の 供 給 及 び 排 気 を 行 う 電 磁 弁 と 、
　 該 電 磁 弁 と 前 記 加 圧 室 と の 間 に 配 さ れ て 前 記 流 体 を 一 時 的 に 蓄 え る 貯 留 部 と 、
　 該 貯 留 部 と 前 記 加 圧 室 と を 連 通 す る 接 続 管 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 貯 留 部 の 容 量 が 、 前 記 加 圧 室 と 前 記 接 続 管 と を 合 わ せ た 容 量 よ り も 大 き い こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 圧 力 検 知 部 が 、 前 記 接 続 管 内 の 圧 力 を 検 出 す る も の と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 圧 力 検 知 部 が 、 前 記 貯 留 部 内 の 圧 力 を 検 出 す る も の と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 貯 留 部 が 、 前 記 挿 入 部 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 装
置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 長 尺 の 挿 入 部 の 先 端 部 に 空 気 等 の 流 体 の 圧 力 に よ っ て 駆 動
さ れ る ア ク チ ュ エ ー タ か ら な る 湾 曲 部 を 備 え 、 例 え ば 工 業 用 や 、 医 療 用 に も 適 用 可 能 な 内
視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 装 置 の 湾 曲 部 を 湾 曲 さ せ る 際 、 空 気 圧 を 利 用 し て 湾 曲 さ せ る も の が 提 案 さ れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の 内 視 鏡 装 置 の 場 合 、 空 気 圧 源 と 湾 曲 部 の 空 気 室 と
を 細 い エ ア チ ュ ー ブ で 接 続 し 、 エ ア チ ュ ー ブ と 電 磁 弁 と の 接 続 部 に 設 け た 圧 力 セ ン サ で 湾
曲 部 の 空 気 室 の 圧 力 を 検 知 し て 湾 曲 量 を 制 御 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ６ ２ ７ 号 公 報 （ 第 ３ ５ 、 ３ ６ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 内 視 鏡 装 置 は 、 エ ア チ ュ ー ブ が 細 く 抵 抗 が 大 き い の で 、 空 気
圧 源 か ら 湾 曲 部 の 空 気 室 に 空 気 を 供 給 す る 際 、 又 は 、 空 気 室 か ら 空 気 を 排 気 す る 際 、 空 気
室 の 圧 力 と 圧 力 セ ン サ で 検 知 す る 圧 力 と が 等 し く な る ま で の 時 間 お く れ が 生 じ る 。 ま た 、
空 気 供 給 を 断 続 的 に 行 う 必 要 が あ る た め 、 エ ア チ ュ ー ブ 内 の 圧 力 に 変 動 を 生 じ 発 振 し て し
ま う 。 こ の た め 、 内 視 鏡 装 置 の 湾 曲 部 の 圧 力 を 検 知 し て 湾 曲 量 の フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 を 正
確 に 行 う た め に は 、 圧 力 が 一 定 に な る よ う に 制 御 の 繰 り 返 し 時 間 を 長 く し な け れ ば な ら ず
、 湾 曲 制 御 の 時 間 が か か っ て 実 用 に 耐 え ら れ な い 場 合 が あ る 。
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 内 視 鏡 先 端 の 湾 曲 制 御 時 間 を 短 縮 し て
内 視 鏡 湾 曲 量 の フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 を 正 確 に 行 い 、 目 的 部 位 に 対 し て 適 切 な 時 間 で 対 応 す
る こ と が で き る 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 の 先 端 側 に 複 数 の 加 圧 室 を 有 す
る 弾 性 管 状 体 が 配 さ れ 、 前 記 加 圧 室 に 流 体 を 選 択 的 に 供 給 し て 加 圧 し て 前 記 弾 性 管 状 体 を
所 定 の 向 き に 湾 曲 さ せ る 湾 曲 部 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 前 記 湾 曲 部 の 流 体 圧 力 を 検
出 す る 圧 力 検 知 部 と 、 前 記 加 圧 室 に 対 し て 前 記 流 体 を 供 給 す る 流 体 圧 源 と 、 該 流 体 圧 源 か
ら 前 記 加 圧 室 へ の 前 記 流 体 の 供 給 及 び 排 気 を 行 う 電 磁 弁 と 、 該 電 磁 弁 と 前 記 加 圧 室 と の 間
に 配 さ れ て 前 記 流 体 を 一 時 的 に 蓄 え る 貯 留 部 と 、 該 貯 留 部 と 前 記 加 圧 室 と を 連 通 す る 接 続
管 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 流 体 圧 源 か ら 流 体 を 接 続 管 を 介 し て 加 圧 室 に 供 給 し て 湾 曲 部 を 湾 曲
さ せ る 際 、 一 旦 貯 留 部 に 流 体 を 蓄 え 、 そ の 後 加 圧 室 を 加 圧 す る こ と が で き る 。 し た が っ て
、 接 続 管 が 細 く 流 体 抵 抗 が 大 き い 場 合 で も 、 流 体 供 給 ／ 停 止 の 繰 り 返 し の 際 に 発 生 す る 流
体 の 振 動 を 貯 留 部 内 で 緩 和 さ せ る こ と が で き 、 接 続 管 か ら 加 圧 室 ま で の 間 の 圧 力 変 動 を 抑
え 、 圧 力 検 知 部 に て 検 出 す る 圧 力 を 平 滑 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 貯 留 部 の 容 量 が 、 前
記 加 圧 室 と 前 記 接 続 管 と を 合 わ せ た 容 量 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 圧 力 変 動 を よ り 好 適 に 抑 え る こ と が で き 、 加 圧 室 内 の 圧 力 制 御 に 要
す る 時 間 を よ り 短 縮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 圧 力 検 知 部 が 、 前 記
接 続 管 内 の 圧 力 を 検 出 す る も の と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 貯 留 部 か ら 先 の 加 圧 室 側 の 圧 力 を 、 変 動 が 抑 え ら れ た 状 態 で 検 出 す
る こ と が で き 、 圧 力 制 御 を よ り 好 適 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 圧 力 検 知 部 が 、 前 記
貯 留 部 内 の 圧 力 を 検 出 す る も の と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 貯 蔵 部 内 の よ り 変 動 の 少 な い 圧 力 を 検 出 す る こ と が で き 、 圧 力 制 御
を 好 適 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 は 、 前 記 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 貯 留 部 が 、 前 記 挿 入
部 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 圧 力 検 知 部 を よ り 湾 曲 部 近 傍 に 配 す る こ と が で き 、 加 圧 室 内 の 圧 力
を よ り 正 確 に 把 握 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 流 体 供 給 時 に 発 生 す る 圧 力 伝 達 の 遅 れ 変 動 を 貯 留 部 に よ っ て 抑 え る こ
と が で き 、 加 圧 室 内 の 圧 力 を 正 確 に 把 握 し て 湾 曲 部 の 制 御 を 良 好 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ は 、 図 １ か ら 図 ３ に 示 す よ う に 、 管 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿
入 部 ２ の 先 端 側 に ４ つ の 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ を 有 す る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ （ 弾 性 管 状 体
） ５ が 配 さ れ 、 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ に Ｃ Ｏ ２ （ 流 体 ） を 選 択 的 に 供 給 し て マ ル チ ル ー メ ン チ
ュ ー ブ ５ を 所 定 の 向 き に 湾 曲 さ せ る 湾 曲 部 ６ と 、 Ｃ Ｏ ２ 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ （ 圧 力
検 知 部 ） ７ と 、 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ に 対 し て Ｃ Ｏ ２ を 供 給 す る Ｃ Ｏ ２ ボ ン ベ （ 流 体 圧 源 ） ８
と 、 Ｃ Ｏ ２ ボ ン ベ ８ か ら 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ へ の Ｃ Ｏ ２ の 供 給 及 び 排 気 を そ れ ぞ れ 行 う 電 磁
弁 １ ０ ａ ～ １ ０ ｄ （ 電 磁 弁 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ は 図 示 せ ず 。 ） と 、 電 磁 弁 １ ０ ａ ～ １ ０ ｄ と 加
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圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ と の 間 に そ れ ぞ れ 配 さ れ て Ｃ Ｏ ２ を 一 時 的 に 蓄 え る タ ン ク （ 貯 留 部 ） １ １
ａ ～ １ １ ｄ （ タ ン ク １ １ ｃ 、 １ １ ｄ は 図 示 せ ず 。 ） と 、 タ ン ク １ １ ａ ～ １ １ ｄ と 加 圧 室 ３
ａ ～ ３ ｄ と を そ れ ぞ れ 連 通 す る エ ア チ ュ ー ブ （ 接 続 管 ） １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ５ に は 、 例 え ば シ リ コ ン 樹 脂 等 の 可 撓 性 を 有 す る も の で 構 成 さ
れ て お り 、 軸 心 部 ル ー メ ン １ ３ が 中 心 軸 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 。 こ の 軸 心 部 ル ー メ ン １
３ の 周 囲 の 管 壁 に は ４ つ の 断 面 円 弧 形 状 の 外 周 部 ル ー メ ン １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ が 断 面 周 方 向 に
略 等 間 隔 に 配 さ れ て い る 。 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ は 、 こ れ ら ４ つ の 外 周 部 ル ー メ ン １ ５ ａ ～ １
５ ｄ の 先 端 部 が そ れ ぞ れ 閉 塞 さ れ て 形 成 さ れ て い る 。 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ は 、 図 示 し な い 規
制 部 材 に よ っ て 径 方 向 の 伸 張 が 規 制 さ れ て お り 、 加 圧 さ れ た 際 に は 軸 方 向 に 膨 張 す る も の
と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 湾 曲 方 向 を 、 図 ２ に お い て 、 Ｕ ｐ （ 上 方 向 ） 、 Ｄ ｏ ｗ ｎ （ 下 方
向 ） 、 Ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ （ 右 方 向 ） 、 Ｌ ｅ ｆ ｔ （ 左 方 向 ） の ４ 方 向 に 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 さ せ る こ と
と さ れ て い る 。 そ こ で 、 加 圧 室 ３ ａ と ３ ｂ と は 、 そ れ ぞ れ 図 ２ に お い て 、 図 中 の 上 下 方 向
に そ れ ぞ れ 対 向 し て 配 さ れ て お り 、 加 圧 室 ３ ｃ と ３ ｄ と は 、 そ れ ぞ れ 図 ２ に お い て 、 図 中
の 左 右 方 向 に そ れ ぞ れ 対 向 し て 配 さ れ て い る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 上 述 の 理 由 か ら 外 周 部 ル ー メ ン す な わ ち 加 圧 室 を ４ つ 配 し て い る
が 、 こ れ ら の 数 は 湾 曲 の 際 の 自 由 度 に よ っ て 所 望 の 数 が 配 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ５ の 先 端 側 に は 、 図 示 し な い 観 察 光 学 系 と 照 明 光 学 系 と が 内 部
に 配 さ れ た 先 端 構 成 部 １ ６ を 接 続 す る た め の 、 例 え ば ス テ ン レ ス 製 の 結 合 部 １ ７ が 配 さ れ
て い る 。
　 先 端 構 成 部 １ ６ の 前 面 に は 光 学 ア ダ プ タ ー １ ８ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 光 学 ア ダ プ タ ー
１ ８ に は 光 学 特 性 が 互 い に 異 な る 複 数 種 類 の 図 示 し な い 交 換 ア ダ プ タ ー が 着 脱 可 能 と さ れ
て い る 。 そ し て 、 必 要 に 応 じ て 所 望 の 交 換 ア ダ プ タ ー を 適 宜 、 選 択 的 に 装 着 し て 使 用 で き
る よ う に な っ て い る 。
　 さ ら に 、 光 学 ア ダ プ タ ー １ ８ の 外 周 面 に は 保 護 用 の 先 端 カ バ ー ２ ０ が 装 着 さ れ て い る 。
こ の 先 端 カ バ ー ２ ０ は 結 合 部 １ ７ に 着 脱 可 能 と さ れ て い る 。 　
【 ０ ０ １ ５ 】
　 Ｃ Ｏ ２ ボ ン ベ ８ と 電 磁 弁 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ と の 間 に は 、 第 一 の 電 磁 弁 ２ １ が 配 設 さ れ て お
り 、 Ｃ Ｏ ２ ボ ン ベ ８ と 電 磁 弁 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ と の 間 に は 、 図 示 し な い 第 二 の 電 磁 弁 が 配 設
さ れ て い る 。
　 各 電 磁 弁 は 、 第 一 ポ ー ト ２ ２ 、 第 二 ポ ー ト ２ ３ 、 第 三 ポ ー ト ２ ５ を 有 す る ３ 方 電 磁 弁 と
さ れ て い る 。 第 一 ポ ー ト ２ ２ と 第 二 ポ ー ト ２ ３ と が 連 通 さ れ て お り ノ ー マ ル ク ロ ー ズ と さ
れ 、 第 二 ポ ー ト ２ ３ と 第 三 ポ ー ト ２ ５ と が 連 通 さ れ て い る 。 第 三 ポ ー ト ２ ５ は 、 電 磁 弁 １
０ ａ ～ １ ０ ｄ に つ い て は 開 放 状 態 と さ れ 、 第 一 の 電 磁 弁 ２ １ 、 第 二 の 電 磁 弁 に つ い て は 常
時 閉 鎖 状 態 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 磁 弁 １ ０ ａ と 電 磁 弁 １ ０ ｂ と は 、 Ｕ ｐ 、 Ｄ ｏ ｗ ｎ の 方 向 に 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 さ せ る 際 に
そ れ ぞ れ 駆 動 さ れ る も の と さ れ 、 電 磁 弁 １ ０ ｃ と 電 磁 弁 １ ０ ｄ と は 、 Ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ 、 Ｌ ｅ ｆ
ｔ の 方 向 に 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 さ せ る 際 に そ れ ぞ れ 駆 動 さ れ る も の と さ れ て い る 。
　 こ こ で 、 Ｕ ｐ 方 向 に 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 操 作 す る 場 合 に は 、 電 磁 弁 １ ０ ａ を 駆 動 し て Ｃ Ｏ ２

を タ ン ク １ １ ａ と 加 圧 室 ３ ａ と に 供 給 し 、 加 圧 室 ３ ａ を 軸 方 向 に 膨 張 さ せ る こ と に よ っ て
、 加 圧 室 ３ ｂ 方 向 に 湾 曲 さ せ る 。 ま た 、 Ｄ ｏ ｗ ｎ 方 向 に 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 操 作 す る 場 合 に は
、 電 磁 弁 １ ０ ｂ を 駆 動 し て Ｃ Ｏ ２ を タ ン ク １ １ ｂ と 加 圧 室 ３ ｂ と に 供 給 し 、 加 圧 室 ３ ｂ を
軸 方 向 に 膨 張 さ せ る こ と に よ っ て 、 加 圧 室 ３ ａ 方 向 に 湾 曲 さ せ る 。
　 も と の 位 置 に 戻 す 場 合 に は 、 駆 動 し た 電 磁 弁 を Ｏ Ｆ Ｆ す る 。 こ れ に よ っ て 、 加 圧 室 や タ
ン ク 内 の Ｃ Ｏ ２ が 電 磁 弁 の 第 三 ポ ー ト ２ ５ か ら 抜 け て 、 加 圧 室 が も と の 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 同 様 に Ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ 方 向 に 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 さ せ る 場 合 に は 、 第 二 の 電 磁 弁 と 電 磁 弁 １ ０ ｃ
と を 開 閉 駆 動 し 、 Ｌ ｅ ｆ ｔ 方 向 に 湾 曲 操 作 す る 場 合 に は 、 第 二 の 電 磁 弁 と 電 磁 弁 １ ０ ｄ と
を 開 閉 駆 動 す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 部 ６ を そ れ ぞ れ 所 望 の 方 向 に 湾 曲 さ せ る 。
　 圧 力 セ ン サ ７ は 、 タ ン ク １ １ ａ ～ １ １ ｄ 側 の エ ア チ ュ ー ブ １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ に そ れ ぞ れ 配
設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 内 視 鏡 装 置 １ は ま た 、 電 磁 弁 １ ０ ａ ～ １ ０ ｄ 、 第 一 の 電 磁 弁 ２ １ 、 第 二 の 電 磁 弁 を そ れ
ぞ れ 駆 動 し て 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 動 作 さ せ る 湾 曲 制 御 部 ２ ６ を 備 え て い る 。
　 湾 曲 制 御 部 ２ ６ に は 、 湾 曲 部 ６ の 湾 曲 方 向 を 指 示 す る ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ ７ が 接 続 さ れ
て い る 。
　 湾 曲 操 作 部 ２ ６ は 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ ７ を 操 作 す る 際 の 操 作 角 度 及 び 角 度 変 化 量 に 応
じ て 各 電 磁 弁 を 個 別 に 駆 動 し て 、 ４ 本 の エ ア チ ュ ー ブ へ の Ｃ Ｏ ２ の 給 排 を そ れ ぞ れ 制 御 し
て ４ つ の 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ を 選 択 的 に 加 圧 す る 。 そ し て 、 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ ５ を 所
定 の 向 き 、 す な わ ち 加 圧 さ れ た 加 圧 室 と は 反 対 方 向 に 湾 曲 さ せ る よ う に な っ て い る 。
　 湾 曲 制 御 部 ２ ６ は 、 ま た 、 ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ ７ の 動 作 を 止 め た と き に 圧 力 セ ン サ ７ で
圧 力 変 動 を 検 出 し 、 湾 曲 角 度 の フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 を 行 う も の と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ の 操 作 方 法 、 作 用 及 び 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 な お 、 Ｕ ｐ － Ｄ ｏ ｗ ｎ 操 作 と Ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ － Ｌ ｅ ｆ ｔ 操 作 と は 、 操 作 方 法 、 作 用 ・ 効 果 が
同 一 で あ る た め 、 以 下 、 Ｕ ｐ － Ｄ ｏ ｗ ｎ 操 作 に つ い て の み 説 明 す る 。
　 ま ず 、 挿 入 部 ２ を 管 腔 内 に 挿 入 し 、 挿 入 部 ２ の 先 端 を 観 察 部 位 ま で 移 動 し て 、 例 え ば 、
Ｕ ｐ 方 向 に 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 さ せ る と す る 。 こ の と き ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク ２ ７ を Ｕ ｐ 方 向 に 移
動 し て 第 一 の 電 磁 弁 ２ １ と 電 磁 弁 １ ０ ａ と を と も に 駆 動 す る 。 こ の と き 、 第 一 の 電 磁 弁 ２
１ と 電 磁 弁 １ ０ ａ と が 開 と さ れ て Ｃ Ｏ ２ ボ ン ベ ８ か ら Ｃ Ｏ ２ が タ ン ク １ １ ａ に 供 給 さ れ 、
タ ン ク １ １ ａ が 充 填 さ れ 、 エ ア チ ュ ー ブ １ ２ ａ か ら さ ら に 加 圧 室 ３ ａ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 エ ア チ ュ ー ブ １ ２ ａ は 非 常 に 細 く 形 成 さ れ 挿 入 部 ２ も 長 く 形 成 さ れ て い る の で
、 エ ア チ ュ ー ブ １ ２ ａ は 空 気 の 流 れ に 対 し て 大 き な 抵 抗 と な る 。 そ の た め 、 タ ン ク １ １ ａ
が な い 場 合 に は 、 Ｃ Ｏ ２ ボ ン ベ ８ の 圧 力 を 加 圧 室 ３ ａ ま で 速 や か に 伝 え る こ と が で き ず 、
第 一 の 電 磁 弁 ２ １ と 電 磁 弁 １ ０ ａ と の 開 閉 を 繰 り 返 す こ と に な る 。 こ の 結 果 、 加 圧 室 ３ ａ
の 圧 力 が 、 図 ４ に 示 す よ う に 振 動 し な が ら 変 化 す る 。
　 し か し 、 エ ア チ ュ ー ブ １ ２ ａ と 加 圧 室 ３ ａ と を 合 わ せ た 容 量 よ り も 大 き い 容 量 の タ ン ク
１ １ ａ が 配 さ れ て い る の で 、 こ の よ う な 変 動 が タ ン ク １ １ ａ に よ っ て 緩 和 さ れ る 。 し た が
っ て 、 圧 力 セ ン サ ７ で 検 知 す る 圧 力 が 、 図 ５ に 示 す よ う に 平 滑 化 さ れ 、 第 １ の 電 磁 弁 １ ０
と 電 磁 弁 １ ０ ａ と の 開 閉 操 作 を 高 い 周 波 数 で 繰 り 返 し て も 安 定 し た 圧 力 が 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 内 視 鏡 装 置 １ に よ れ ば 、 Ｃ Ｏ ２ ボ ン ベ ８ か ら Ｃ Ｏ ２ を エ ア チ ュ ー ブ １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ
を 介 し て そ れ ぞ れ 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ に 供 給 し て 湾 曲 部 ６ を 湾 曲 さ せ る 際 、 一 旦 タ ン ク １ １
ａ ～ １ １ ｄ に Ｃ Ｏ ２ を 蓄 え 、 そ の 後 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ を そ れ ぞ れ 加 圧 す る こ と が で き る 。
し た が っ て 、 エ ア チ ュ ー ブ １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ が 細 く 流 体 抵 抗 が 大 き い 場 合 で も 、 Ｃ Ｏ ２ 供 給
／ 停 止 の 繰 り 返 し の 際 に 発 生 す る Ｃ Ｏ ２ の 振 動 を タ ン ク １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 で 緩 和 さ せ る こ
と が で き 、 エ ア チ ュ ー ブ １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ か ら 加 圧 室 ３ ａ ～ ３ ｄ ま で の 間 の 圧 力 変 動 を 抑 え
、 圧 力 セ ン サ ７ に て 検 出 す る 圧 力 を 平 滑 化 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 こ の 内 視 鏡 装 置 １ に よ れ ば 、 圧 力 変 動 を よ り 好 適 に 抑 え る こ と が で き 、 加 圧 室 ３
ａ ～ ３ ｄ 内 の 圧 力 制 御 に 要 す る 時 間 を よ り 短 縮 さ せ る こ と が で き 、 圧 力 制 御 を よ り 好 適 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省
略 す る 。
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　 第 ２ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 ３ ０ の
圧 力 セ ン サ ７ が 、 エ ア チ ュ ー ブ １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ 内 で は な く タ ン ク １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 の 圧 力
を 検 出 す る も の と さ れ て い る と し た 点 で あ る 。 そ の た め 、 圧 力 セ ン サ ７ は 、 タ ン ク １ １ ａ
～ １ １ ｄ （ タ ン ク １ １ ｃ 、 １ １ ｄ は 図 示 せ ず 。 ） の そ れ ぞ れ に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 内 視 鏡 装 置 ３ ０ に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ と 同 様 の 操 作 方
法 に よ っ て 湾 曲 部 ３ １ を 湾 曲 操 作 さ せ る こ と が で き る 。
　 こ の と き 、 圧 力 セ ン サ ７ が タ ン ク １ １ ａ ～ １ １ ｄ 内 の 圧 力 を 検 出 す る の で 、 エ ア チ ュ ー
ブ １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ 内 よ り も 変 動 の 少 な い 圧 力 を 検 出 す る こ と が で き 、 圧 力 制 御 を よ り 好 適
に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ７ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略 す る
。
　 第 ３ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 ３ ５ の
タ ン ク ３ ６ ａ ～ ３ ６ ｄ が 挿 入 部 ３ ７ 内 に 配 さ れ て い る と し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 加 圧 室 ３ ８ ａ ～ ３ ８ ｄ は 、 上 記 他 の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 先 端 構 成 部 ４ ０ を 構 成 す る Ｃ Ｃ
Ｄ ４ １ や 照 明 用 の Ｌ Ｅ Ｄ ４ ２ 、 ド ラ イ バ ４ ３ の 基 端 近 傍 の 湾 曲 部 ４ ５ に 配 さ れ て い る 。
　 タ ン ク ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ は 、 円 筒 体 を そ の 軸 線 に 沿 っ て 略 ２ 分 割 し て 互 い に 一 対 に 形 成 さ
れ 、 挿 入 部 ３ ７ に 沿 っ て 配 さ れ て い る 。 タ ン ク ３ ６ ｃ 、 ３ ６ ｄ も タ ン ク ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ と
同 様 の 形 状 と さ れ て 、 タ ン ク ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ よ り も さ ら に 基 端 側 の 位 置 に 挿 入 部 ３ ７ に 沿
っ て 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の タ ン ク ３ ６ ａ ～ ３ ６ ｄ の 厚 さ と 長 さ と は 、 タ ン ク ３ ６ ａ ～ ３ ６ ｄ の 各 容 量 が 加 圧 室
３ ８ ａ ～ ３ ８ ｄ と エ ア チ ュ ー ブ ４ ６ ａ ～ ４ ６ ｄ と の 容 量 を あ わ せ た も の よ り も 大 き い 容 量
と な る よ う に 決 め ら れ る 。
　 圧 力 セ ン サ ７ は 、 タ ン ク ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ の 先 端 側 の エ ア チ ュ ー ブ ４ ６ ａ ～ ４ ６ ｄ に そ れ
ぞ れ 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 内 視 鏡 装 置 ３ ５ に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 １ と 同 様 の 操 作 方
法 に よ っ て 湾 曲 部 ４ ５ を 湾 曲 操 作 さ せ る 。
　 こ の と き 、 タ ン ク １ １ ａ ～ １ １ ｄ が 挿 入 部 ３ ７ 内 に 配 さ れ て い る の で 、 圧 力 セ ン サ ７ を
よ り 湾 曲 部 ４ ５ 近 傍 に 配 す る こ と が で き 、 加 圧 室 ３ ８ ａ ～ ３ ８ ｄ 内 の 圧 力 を よ り 正 確 に 把
握 す る こ と が で き 、 円 滑 な 湾 曲 操 作 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 貯 留 部 を タ ン ク と し て Ｃ Ｏ ２ を 充 填 す る も の と さ れ て い る
が 、 エ ア チ ュ ー ブ の 一 部 に 大 径 部 を 設 け て そ こ に Ｃ Ｏ ２ を 充 填 さ せ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 タ ン ク は 剛 性 体 で あ っ て も 弾 性 体 で あ っ て も 構 わ な い 。 ま た 、 加 圧 室 は 、 内 圧 が
付 加 さ れ た 際 に 軸 方 向 に 伸 展 す る も の に 限 ら ず 、 収 縮 す る も の で も 構 わ な い 。
　 さ ら に 、 流 体 は Ｃ Ｏ ２ に 限 ら ず 、 他 の 気 体 で あ っ て も 液 体 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 シ ス テ ム を 示 す 概 略 構 成 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 シ ス テ ム の う ち 、 湾 曲 操 作 に 必
要 な 要 部 を 示 す 概 略 構 成 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 湾 曲 操 作 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 湾 曲 操 作 時 に お け る 圧 力 セ ン サ に よ る 圧 力 検
出 値 の 時 間 変 動 を 示 す グ ラ フ で あ る
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 湾 曲 操 作 時 に お け る 圧 力 セ ン サ に よ
る 圧 力 検 出 値 の 時 間 変 動 を 示 す グ ラ フ で あ る
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 湾 曲 操 作 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 挿 入 部 先 端 側 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ 、 ３ ０ 、 ３ ５ 　 内 視 鏡 装 置
２ 、 ３ ７ 　 挿 入 部
３ ａ ～ ３ ｄ 、 ３ ８ ａ ～ ３ ８ ｄ 　 加 圧 室
５ 　 マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ （ 弾 性 管 状 体 ）
６ 、 ３ １ 、 ４ ５ 　 湾 曲 部
７ 　 圧 力 セ ン サ （ 圧 力 検 出 部 ）
８ 　 Ｃ Ｏ ２ ボ ン ベ
１ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 　 電 磁 弁
１ １ ａ 、 １ １ ｂ 、 ３ ６ ａ ～ ３ ６ ｄ 　 タ ン ク （ 貯 留 部 ）
１ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 ４ ６ ａ ～ ４ ６ ｄ 　 エ ア チ ュ ー ブ （ 接 続 管 ）
２ １ 　 第 一 の 電 磁 弁
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【 図 ５ 】
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解决的问题：提供一种内窥镜装置，该内窥镜装置能够缩短内窥镜前端
的弯曲控制时间，准确地进行内窥镜弯曲量的反馈控制，并在适当的时
间内对目标部位作出响应。 。 解决方案：具有四个加压腔3a至3d的多腔
管（弹性管状体）5布置在要插入腔中的插入部分的尖端侧，CO2弯曲部
6，其选择性地供应（流体）以沿预定方向弯曲多腔管5；压力传感器
（压力检测部）7，其检测CO2的压力；以及加压室3a，其用于对CO2压
力进行加压。 将CO2供给至3d的CO2气缸（流体源）8，将CO2供给至
CO2气缸8并从其排出至加压室3a〜3d。 放置在电磁阀和加压室3a至3d
之间并暂时储存CO2的电磁阀和容器（储存器）分别与容器和加压室3a
至3d连通。 设有空气管（连接管）12a〜12d。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/fdf14b66-3313-4cbe-8cb9-12eccf93e30f

